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【概　要】

　在宅療養患者における薬物療法について学修する。高度実践看護師としての在宅療養患者の薬物療法を効果的かつ安全に実施

するために、基礎薬理学、アドヒアランスについて、在宅でよく使用する薬物の理解について、多職種連携を見定めた内容とす

る。

【学習目標】

１．在宅療養患者における薬物療法と高度実践看護師の役割について理解できる

２．在宅における薬物療法を効果的かつ安全に実施するために必要な基礎薬理学について理解できる

３．在宅療養患者における痛みへの薬物療法を痛みのメカニズムを鑑みて理解できる

４．在宅輸液療法のプロセスと実際を理解できる

５．在宅における症状緩和への薬物療法を理解できる

６．在宅医療における患者の症状マネジメント及びアドヒアランスを促進する支援を事例から考察する

【学習内容】

回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

１ 在宅療養患者に薬物療法と看護師が

果たす役割

１）患者中心の在宅ケアモデル（Patients-

　　centered Home Care Moodel）の概観

２）在宅療養患者の薬物療法の位置づけと看護師の　

　役割

３）薬剤アドヒアランスの促進要因と障害要因
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２ 在宅療養患者への安全な薬物療法促

進：多職種連携と制度

１）在宅医療における薬剤師の役割

２）在宅療養患者の薬物管理上の課題

３）制度について：在宅患者訪問薬剤管理指導及び　

　居宅療養管理指導について

４）一般病院から在宅に移行する際の退院時共同指　

　導について
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4

在宅療養患者への効果的かつ安全な

薬物療法促進：基礎薬理学

効果的かつ安全な薬物療法の実施及びアドヒアランス

の必要性を理解するための基礎薬理学（薬物動態学・

薬物力学）について
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5 在宅における痛みへの対応 痛みのある患者への疼痛マネジメント

１）それぞれの痛みの侵害受容（nociception)ステー

ジに対する薬物療法について

２）痛みの種類別に対する薬物療法について

３）在宅での痛みに対する薬物マネジメントの特徴　

（薬物のdelivery

system、痛みがコントロールされないときの対応など

）
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6 在宅輸液療法（HIT:Home Infusion

Therapy)

１）在宅輸液療法に使用する血管アクセスデバイス　

　について

２）在宅中心静脈栄養法と感染予防を含む安全な実　

　施について

３）HIT実施までのプロセスと診療報酬について
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7 在宅療養患者の症状緩和に用いる薬

剤

１）在宅における症状緩和モデルと薬物療法

２）消化器症状（便秘・下痢など）を訴える患者の

　　薬物療法

３）呼吸困難を訴える患者の薬物療法

４）皮膚掻痒感を訴える患者の薬物療法

５）脱水患者の輸液療法
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8 在宅療養患者の薬物療法の実際 症状マネジメント及びアドヒアランス促進のための支

援：Case-basedディスカッション
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【評価方法】

　大学院成績評価基準に準じて評価する。

【備　考】

　教科書　： その都度、提示する

【学習の準備】

　単元に関連する文献を熟読し臨む。


